
13　朱子学的理の確立
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朱
子
は
、
理
と
気
に
よ
っ
て
世
界
を
把
握
し
、
人
に
内
在
す
る

理
す
な
わ
ち
性
の
本
来
的
な
発
現
（
絶
対
的
善
性
の
発
露
）
を
目
指
し
、

世
界
を
貫
く
理
の
法
則
を
客
観
的
に
学
ぶ
主
体
的
な
生
き
方
を
求
め

た
。
近
世
の
成
立
と
は
、
理
の
思
想
の
確
立
を
さ
す
と
も
言
え
る
。

南
北
朝
期
の
北
畠
親
房
は
、
理
の
概
念
を
不
完
全
に
し
か
取
り
入
れ

て
は
い
な
い
が
、
そ
れ
で
も
朱
子
学
的
理
の
発
見
は
、
中
世
を
踏
み

出
す
契
機
で
あ
っ
た
。
近
世
の
山
崎
闇
斎
は
、
神
を
理
と
気
が
混
交

し
た
こ
の
世
界
の
現
実
そ
の
も
の
と
把
握
し
た
。
そ
れ
は
、
朱
子
と

も
朝
鮮
の
李
退
渓
と
も
異
な
る
理
解
で
あ
り
、
親
房
を
踏
襲
し
た
も

の
で
あ
る
。
闇
斎
は
、
親
房
に
萌
芽
的
に
あ
っ
た
朱
子
学
的
理
の
理

解
を
一
段
と
深
め
、
近
世
的
思
惟
を
準
備
し
た
。

　

熊
沢
蕃
山
は
、
朱
子
学
の
理
の
合
理
的
側
面
、
現
実
を
理
と
い
う

普
遍
的
原
理
と
照
ら
し
あ
わ
せ
て
批
判
的
に
見
る
精
神
を
有
し
て
い

た
。
親
房
で
芽
生
え
、
闇
斎
で
進
ん
だ
理
の
理
論
の
深
化
が
こ
こ

に
あ
る
。
理
が
内
面
化
し
た
性
（
絶
対
的
善
性
）
の
存
在
へ
の
確
信
が
、

近
代
的
な
尊
厳
論
、
権
利
の
思
想
の
受
容
を
用
意
し
た
。
明
治
初
期

に
、
中
江
兆
民
は
、
ル
ソ
ー
に
お
け
る
自
由
の
権
利
の
先
天
性
を
説

明
す
る
際
に
、
当
時
の
日
本
人
に
感
覚
的
に
理
解
で
き
る
よ
う
朱
子

学
の
用
語
を
駆
使
し
た
。
兆
民
が
、
朱
子
学
の
概
念
を
用
い
た
の
は
、

思
想
の
本
質
的
類
似
性
が
ゆ
え
と
い
う
点
も
見
逃
せ
な
い
。
朱
子
学

的
理
の
思
想
の
深
ま
り
が
、
日
本
に
お
け
る
近
代
思
想
の
受
容
を
も
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た
ら
し
た
。
昭
和
期
の
『
国
体
の
本
義
』
の
、
国
家
の
前
に
個
人
の

尊
厳
を
徹
底
的
に
軽
ん
じ
る
姿
勢
が
、
理
の
思
想
の
停
滞
を
も
た
ら

し
た
が
、
国
家
よ
り
個
人
の
尊
厳
を
重
ん
じ
る
日
本
国
憲
法
を
受
け

入
れ
る
素
地
を
準
備
し
た
と
も
言
え
る
。

　

理
の
確
立
の
経
緯
を
踏
ま
え
、
十
六
・
十
七
世
紀
と
は
何
で
あ
っ

た
の
か
を
ふ
り
か
え
る
こ
と
が
発
表
の
主
旨
で
あ
る
。
人
権
論
の
前

提
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
的
自
然
法
思
想
が
、
十
六
世
紀
に
日
本
に
本

格
的
に
移
入
し
た
こ
と
が
朱
子
学
的
理
の
論
理
を
強
化
し
た
。
仏
教

を
乗
り
こ
え
、
キ
リ
ス
ト
教
の
流
入
に
よ
る
朱
子
学
理
論
の
深
化
が

十
六
・
十
七
世
紀
の
思
想
的
意
義
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
、
検
討

し
て
ゆ
く
。

一
、
北
畠
親
房
、
山
崎
闇
斎

　

朱
子
学
に
お
い
て
は
神
＝
気
で
あ
り
、
形
而
上
の
概
念
で
あ
る
理

と
は
峻
別
さ
れ
る
が
、
南
北
朝
期
に
宋
学
を
受
容
し
た
北
畠
親
房
の

神
の
概
念
に
は
、
朱
子
学
の
気
だ
け
で
は
な
い
要
素
が
あ
る
。
朱
子

が
神
＝
気
＝
物
質
と
見
る
の
と
較
べ
、
親
房
の
神
は
、
た
ん
な
る
物

質
で
あ
る
気
は
な
く
、
倫
理
思
想
の
概
念
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
む

し
ろ
朱
子
学
に
お
け
る
理
の
役
割
と
重
な
る
。
朱
子
の
倫
理
思
想
に

お
い
て
も
、
気
（
神
）
も
一
定
の
役
割
を
果
た
す
が
、
そ
れ
は
善
な

る
本
性
す
な
わ
ち
理
の
発
露
を
阻
害
す
る
物
質
的
障
害
と
し
て
立
ち

現
れ
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
親
房
の
倫
理
思
想
に
お
い
て

は
、
神
は
物
質
的
障
害
で
は
け
っ
し
て
な
い
。
親
房
は
、『
神
皇
正

統
記
』
の
応
神
天
皇
の
条
で（

（
（

、『
倭
姫
命
世
紀
』
の
文
章
を
引
用
し

て
、
人
は
神
物
で
あ
り
、
人
の
心
は
心
神
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
示

し
て
い
る
。
彼
は
、
人
の
存
在
が
神
に
由
来
す
る
の
で
、
人
の
「
心

ノ
源
」
は
本
来
的
に
善
で
あ
る
と
考
え
た
。
親
房
は
、
神
を
朱
子
学

的
な
気
の
概
念
に
に
と
ど
め
ず
、
そ
れ
に
善
悪
の
判
断
者
と
い
う

要
素
を
加
え
る
。
人
の
善
悪
の
判
断
は
、「
心
ノ
源
」
す
な
わ
ち
心

神
に
お
い
て
な
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
親
房
の
神
の
概
念

に
は
、
朱
子
学
の
気
だ
け
で
な
く
、
善
悪
の
判
断
基
準
と
い
う
理
の

要
素
が
含
ま
れ
る
。
親
房
は
、
理
気
の
関
係
を
構
造
的
に
把
握
せ
ず
、

『
太
極
図
』
な
ど
か
ら
学
ん
だ
宋
学
の
宇
宙
生
成
論
を
、
日
本
神
話

と
結
び
つ
け
、
こ
の
世
界
の
生
成
の
過
程
を
、
渾
沌
＝
太
極
＝
神
が
、

理
気
混
合
の
性
質
を
保
ち
な
が
ら
単
に
形
を
変
え
て
ゆ
く
も
の
と
解

釈
す
る
。

　

朱
子
は
、
理
と
気
を
用
い
て
世
界
を
把
握
し
、
そ
の
理
が
内
面
化

し
た
性
の
本
来
的
な
発
現
（
絶
対
的
善
性
の
発
露
）
を
目
指
し
、
ま
た

そ
の
た
め
に
は
こ
の
世
界
を
貫
く
理
の
法
則
を
客
観
的
に
学
び
確
認

し
て
ゆ
く
と
い
う
主
体
的
な
生
き
方
を
追
究
し
た
。
親
房
は
、
朱
子

の
理
の
概
念
を
不
完
全
に
し
か
取
り
入
れ
て
は
い
な
い
が
、
そ
れ
で

も
朱
子
学
的
理
の
発
見
は
、
中
世
を
踏
み
出
す
契
機
で
あ
っ
た
と
言

え
る
。
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15　朱子学的理の確立

　

近
世
初
期
に
朱
子
学
を
全
面
的
に
展
開
し
た
山
崎
闇
斎
は
、「
理

（
性
）
は
、
形
気
な
く
質
も
な
い
」
と
い
う
朱
子
の
従
来
的
の
解
釈

を
受
け
入
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
闇
斎
が
理
＝
神
＝
実
体
と
考
え

て
い
た
と
い
う
解
釈
が
な
ぜ
生
ま
れ
て
く
る
の
か
。
闇
斎
は
、
理
と

気
が
不
可
分
に
結
び
つ
く
の
が
世
界
の
現
実
で
あ
り
、
現
実
そ
の
も

の
を
神
と
と
ら
え
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

山
崎
闇
斎
の
『
垂
加
草
』「
会
津
神
社
志
序
」
に
、
次
の
記
述
が

あ
る
。抑

天
下
万
神
天
御
中
主
尊
之
所
ニ
シ
テ

レ

化
ス
ル

、
而
有
二

正
神
一

有

ル
ハ

二

邪
神
一

何
ソ

耶
。
蓋
天
地
之
間
唯
理
与
ニ
シ
テ

レ

気
、
神
也
者

理
之
乗
テ

レ

気
ニ

而
出
入
ス
ル

者
、
是
ノ
故
ニ

其
気
正
ケ
レ
ハ

則
其

神
正
シ

矣
。
其
気
邪
ナ
レ
ハ

則
其
神
邪
ナ
リ

矣（
（
（

。（『
垂
加
草
』
第
十
）

闇
斎
は
、
神
に
は
正
し
い
神
と
邪
神
が
い
る
と
考
え
、
正
と
邪
が
生

じ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
説
明
す
る
。
天
地
の
間
に
は
、
た
だ
理
と
気
が

あ
る
。
理
は
気
に
乗
じ
て
出
入
す
る
。
こ
こ
ま
で
は
、
通
常
の
朱
子

学
の
理
解
と
同
一
で
あ
る
。
こ
の
気
が
正
し
い
と
正
神
と
な
り
、
気

が
邪
で
あ
る
と
邪
神
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
闇
斎
に
お
い
て
、
神
の
状
態
は
気
の
状
態

に
左
右
さ
れ
る
。
こ
こ
で
の
神
は
、
気
の
領
域
に
属
す
る
も
の
と
理

解
で
き
る
。
た
だ
し
、
神
（
気
）
は
、
単
独
で
こ
の
世
界
に
存
在
す

る
も
の
で
は
な
い
。
必
ず
理
が
付
随
す
る
。
神
（
気
）
に
は
、
必
ず

理
が
一
組
に
な
っ
て
い
る
。
闇
斎
に
お
い
て
、
神
と
は
、
理
が
付

随
し
た
物
質
で
あ
り
、
理
気
妙
合
の
こ
の
世
界
そ
の
も
の
を
表
わ
す
。

理
が
実
体
（
気
＝
神
）
に
付
随
し
て
い
る
の
で
、
理
＝
神
＝
実
体
と

理
解
さ
れ
る
よ
う
な
表
現
を
す
る
の
で
は
な
い
か
。
闇
斎
の
理
の
解

釈
が
朱
子
と
異
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
闇
斎
の
神
の
概
念
が
、

朱
子
の
も
の
と
異
な
っ
て
い
た
。
朱
子
は
、
単
に
、
神
や
鬼
神
を
気

と
考
え
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
闇
斎
は
、
神
を
気
に
理
が
付
随
し
た

こ
の
現
実
世
界
そ
の
も
の
の
姿
と
解
釈
し
た
。
そ
の
姿
勢
は
、
朱
子

と
も
朝
鮮
の
李
退
渓
と
も
異
な
り
、
北
畠
親
房
を
踏
襲
し
た
も
の
で

あ
る
。
神
の
解
釈
の
継
承
と
い
う
よ
り
も
、
闇
斎
が
、
北
畠
親
房
に

萌
芽
的
に
あ
っ
た
朱
子
学
的
な
理
の
理
解
を
深
め
、
近
世
的
思
惟
を

準
備
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
理
に
照
ら
し
合
わ
せ
合
理
的
判
断

を
す
る
姿
勢
こ
そ
近
世
的
だ
と
言
え
る
。

二
、
近
世
・
近
代
の
理
の
思
想
の
展
開

　

尾
藤
正
英
は
、『
日
本
封
建
思
想
史
研
究（

（
（

』
に
お
い
て
、
近
世
の

熊
沢
蕃
山
を
、
朱
子
学
の
理
の
合
理
的
側
面
（
現
実
を
批
判
的
に
見
る

精
神
）
を
尊
重
し
、
陽
明
学
の
心
の
主
体
性
を
も
重
ん
じ
た
思
想
家

と
す
る
。「
蕃
山
が
「
士
」
の
存
在
意
義
を
重
ん
じ
、
将
軍
や
大
名

に
対
し
て
も
人
間
的
対
等
性
を
主
張
す
る
立
場
を
と
っ
た
」（
二
六
一

頁
）
の
で
あ
る
。

　

尾
藤
は
、
合
理
性
に
基
づ
い
て
幕
藩
体
制
を
主
体
的
に
批
判
す
る
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蕃
山
の
姿
勢
に
近
代
的
思
惟
を
認
め
、
そ
の
よ
う
な
思
惟
が
も
と
も

と
朱
子
学
理
論
に
具
わ
っ
て
い
た
と
す
る
。
蕃
山
に
は
、
将
軍
や
大

名
と
も
対
等
な
人
格
の
尊
重
、
人
間
の
尊
厳
を
認
め
る
一
種
の
近
代

的
思
想
が
生
ま
れ
て
い
た
。
親
房
で
め
ば
え
、
闇
斎
で
深
ま
っ
た
理

の
理
論
の
達
成
が
こ
こ
に
あ
る
。
理
が
内
面
化
し
た
「
性
」（
絶
対
的

善
性
）
の
存
在
へ
の
信
頼
が
、
近
代
的
な
尊
厳
論
、
権
利
の
思
想
の

受
容
を
準
備
し
た
の
で
は
な
い
か
。

　

明
治
初
期
に
西
洋
の
民
主
主
義
思
想
、
権
利
の
思
想
を
受
け
入
れ

日
本
に
広
め
た
中
江
兆
民
は
、
朱
子
学
の
語
彙
や
概
念
を
用
い
そ
れ

を
広
め
よ
う
と
し
た
。
井
上
厚
史
は
、
論
文
「
中
江
兆
民
と
儒
教
思

想

─
「
自
由
権
」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て（

（
（

」
の
中
で
、
兆
民
が
朱
子

学
の
天
・
天
理
・
天
命
な
ど
の
用
語
を
使
っ
て
ル
ソ
ー
の
文
章
を
翻

訳
し
た
の
は
、
当
時
の
日
本
人
に
自
由
の
権
利
の
先
天
性
を
理
解
さ

せ
る
た
め
の
戦
略
的
方
法
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
井
上
は
、
兆
民

が
西
洋
の
天
賦
人
権
論
や
社
会
契
約
説
（
ル
ソ
ー
）
を
日
本
に
広
め

る
た
め
に
、
異
質
な
理
論
で
は
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
朱
子
学
を
用

い
た
と
す
る
。
兆
民
が
、
朱
子
学
の
語
彙
や
概
念
を
用
い
た
の
は
、

当
時
の
日
本
人
に
な
じ
ん
で
い
る
が
ゆ
え
の
戦
略
的
側
面
も
あ
る
が
、

西
洋
の
自
然
法
思
想
と
朱
子
学
的
論
理
の
本
質
的
類
似
性
が
ゆ
え
と

い
う
点
も
み
の
が
せ
な
い
。
朱
子
学
的
理
の
思
想
の
深
ま
り
が
、
日

本
に
お
け
る
近
代
思
想
の
受
容
を
準
備
し
た
と
言
え
る
。

　
『
国
体
の
本
義
』
は
、
西
洋
の
思
想
の
本
質
を
、
個
人
主
義
す
な

わ
ち
個
を
国
家
に
優
先
す
る
思
想
と
解
釈
し
、
共
産
主
義
思
想
や
ナ

チ
ス
の
思
想
も
そ
の
よ
う
な
側
面
を
持
つ
も
の
と
す
る（

（
（

（
結
語
、
一

五
四
頁
）。『
国
体
の
本
義
』
は
、
中
国
思
想
、
と
く
に
老
荘
思
想
を
、

社
会
や
国
家
か
ら
の
逃
避
の
論
理
と
と
ら
え
、
わ
が
ま
ま
す
な
わ
ち

個
人
主
義
に
偏
っ
た
も
の
だ
と
す
る
。
ま
た
、
儒
教
思
想
も
個
人
主

義
的
傾
向
を
も
つ
と
評
価
す
る
（
結
語
、
一
四
六
頁
）。

　

朱
子
学
的
理
の
思
想
、
そ
し
て
そ
れ
と
の
親
和
性
が
あ
る
個
人
の

尊
厳
や
生
命
や
自
由
を
す
べ
て
の
原
点
に
お
く
権
利
や
民
主
主
義
の

思
想
（『
国
体
の
本
義
』
の
表
現
に
よ
れ
ば
、
西
洋
の
個
人
主
義
思
想
と
そ
れ

と
類
似
す
る
儒
教
思
想
な
ど
の
中
国
的
思
惟
）
は
、
幸
い
な
こ
と
に
日
本

で
は
国
家
の
前
に
没
我
、
国
家
を
個
人
の
生
命
に
優
先
さ
せ
る
思
想

に
変
わ
っ
た
と
、『
国
体
の
本
義
』
は
評
価
す
る
。
生
命
権
や
自
由

権
を
有
す
る
個
人
の
尊
厳
よ
り
も
国
家
を
重
ん
じ
る
『
国
体
の
本

義
』
の
結
論
は
と
も
あ
れ
、
個
人
の
尊
厳
を
議
論
の
軸
に
据
え
る
問

題
意
識
は
近
代
の
論
理
と
言
え
る
。
個
人
の
尊
厳
を
国
家
の
前
に
軽

ん
じ
る
姿
勢
が
、
理
の
思
想
の
停
滞
を
も
た
ら
し
た
が
、
国
家
よ
り

個
人
の
尊
厳
を
重
ん
じ
る
日
本
国
憲
法
を
受
け
入
れ
る
素
地
を
準
備

し
た
と
も
言
え
る
。

三
、
仏
教
的
「
理
の
欠
如
」
の
衰
退 

─
十
六
・
十
七
世
紀
の
意
義
、
キ
リ
ス
ト
教
と
の
邂
逅

　

親
房
は
、
神
国
を
仏
国
と
言
い
換
え
る
よ
う
に
、
な
お
三
国
史
観
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17　朱子学的理の確立

の
も
と
に
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
と
中
国
を
空
想
的
に
把
握
し
て
い
る
に

す
ぎ
な
か
っ
た
親
房
に
対
し
て
、
親
房
の
思
想
を
受
容
し
た
瑞
渓
周

鳳
は
、
三
国
史
観
を
脱
し
て
現
実
の
対
外
関
係
か
ら
外
国
情
勢
を
把

握
す
る
。
室
町
期
に
お
け
る
仏
教
的
思
惟
か
ら
の
脱
却
が
鮮
明
に
な

っ
た（

（
（

。

　

仏
教
的
思
惟
か
ら
の
脱
却
時
に
、
こ
の
世
界
と
人
の
双
方
を
あ
る

べ
き
よ
う
に
動
か
す
統
一
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
想
定
す
る
朱
子
学
的
思
惟

が
そ
の
空
白
を
う
め
て
ゆ
く
。
そ
れ
が
室
町
か
ら
戦
国
期
に
か
け
て

の
思
想
的
潮
流
で
あ
る
。
仏
教
的
思
惟
か
ら
の
脱
却
と
、
朱
子
学
的

理
の
発
見
の
深
ま
り
に
キ
リ
ス
ト
教
の
流
入
が
欠
か
せ
な
い
要
素
に

な
っ
て
い
た
。
キ
リ
ス
ト
教
と
朱
子
学
、
神
道
や
仏
教
の
論
理
の
交

錯
が
、
当
時
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
た
か
、
ハ
ビ
ア
ン
の
『
妙

貞
問
答
』
が
興
味
深
い
。
ハ
ビ
ア
ン
は
、
朱
子
学
の
理
の
論
理
を
高

く
評
価
し
て
い
る（

（
（

。

老
・
荘
・
列
ノ
三
子
等
、
皆
如
此
虚
無
自
然
ト
ノ
ミ
見
ル
ニ
ヨ

テ
、
仁
義
礼
智
信
ノ
道
ヲ
カ
ロ
ン
ジ
サ
フ
ラ
フ
ガ
故
ニ
、
儒
者

ハ
尺
・
道
ノ
二
教
ヲ
バ
虚
無
寂
滅
ノ
教
ト
云
イ
テ
、
甚
嫌
ハ

レ
サ
フ
ラ
フ
。
去
バ
儒
者
ノ
如
キ
ハ
ナ
ツ
ウ
ラ
ノ
教
〔
日
本
思

想
大
系
注
／N

atura 

は
自
然
。
い
わ
ゆ
る
自
然
法
的
倫
理
を
い

う
。
儒
教
の
そ
れ
と
一
致
点
が
あ
る
の
で
儒
教
は
一
応
よ
い
と

し
た
の
で
あ
る
。〕
ヘ
ト
申
テ
、
性
得
ノ
人
ノ
心
ニ
生
レ
ツ
キ

タ
ル
、
仁
義
礼
智
信
ノ
五
常
ヲ
守
ル
ヤ
ウ
ナ
ル
所
ヲ
バ
、
キ
リ
シ

タ
ン
ノ
教
ニ
モ
一
段
ホ
メ
ラ
レ
サ
フ
ラ
フ
。
但
天
地
陰
陽
ヲ
太

極
天
道
ト
見
テ
、
其
作
者
ヲ
云
ハ
ズ
。
人
畜
草
木
モ
気
質
マ
デ

ニ
テ
替
ハ
リ
、
其
性
ハ
隔
テ
ナ
シ
ナ
ド
云
フ
様
ナ
ル
ヲ
バ
、
マ

ヨ
イ
ト
申
侍
ル
也
。
三
教
ノ
内
ニ
テ
申
サ
バ
、
儒
道
ニ
ハ
益

ア
ル
コ
ト
、
ヲ
ホ
ク
サ
フ
ラ
フ
。
三
教
一
致
ト
ハ
申
セ
ド
モ
、

尺
・
道
ノ
二
門
ハ
沙
汰
ノ
カ
ギ
リ
ニ
テ
サ
フ
ラ
フ
。（
一
二
七
頁
）

ハ
ビ
ア
ン
は
、
人
間
に
内
在
し
て
い
る
性
＝
理
と
自
然
界
に
潜
在
し

て
い
る
天
道
＝
理
の
一
貫
性
を
見
い
だ
す
朱
子
学
思
想
と
、
世
界
に

神
の
意
志
の
貫
徹
を
見
る
キ
リ
ス
ト
教
的
自
然
法
思
想
に
は
、
共
通

点
が
あ
る
と
す
る
。
近
世
・
近
代
を
準
備
し
た
朱
子
学
的
理
の
論
理

は
、
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
流
入
に
よ
り
、
い
っ
そ
う
強
固
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ハ
ビ
ア
ン
は
朱
子
学
的
理
の
論
理
を
評
価
し

つ
つ
も
、
創
造
主
を
設
定
し
な
い
不
十
分
性
を
指
摘
す
る
。

　

ハ
ビ
ア
ン
に
よ
れ
ば
、
万
物
は
何
か
起
点
な
る
力
に
よ
っ
て
し
か

生
じ
な
い
。

万
ヅ
ノ
物
、
色
形
チ
ア
ル
ハ
、
其
初
メ
ナ
ク
テ
叶
ズ
。
初
メ
ア

レ
バ
自
ラ
初
マ
ル
コ
ト
ハ
タ
ハ
ズ
。
他
ノ
力
ニ
ヨ
ラ
ザ
レ
バ
生

ジ
サ
フ
ラ
ハ
ヌ
ゾ
。
万
物
ハ
天
地
陰
陽
ヨ
リ
出
来
ル
ト
云
ハ
ヾ
、

其
天
地
陰
陽
ハ
何
ク
ヨ
リ
生
ジ
タ
ル
ト
思
イ
玉
フ
ヤ
。（
一
二
二
頁
）

　

続
い
て
ハ
ビ
ア
ン
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
万
物
が
天

地
よ
り
生
ま
れ
た
と
し
た
ら
、
天
地
は
何
か
ら
生
じ
た
の
か
。

此
所
ニ
至
テ
ハ
、
儒
道
モ
虚
無
自
然
ノ
無
極
ヲ
根
本
ト
セ
ザ
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レ
バ
叶
ハ
ズ
。
其
故
ハ
、
天
地
造
作
ノ
主
ア
ル
事
ヲ
知
ネ
バ
、

虚
無
ヨ
リ
自
然
ニ
生
ジ
タ
ル
ト
ヨ
リ
外
ハ
云
フ
ベ
キ
様
ナ
シ
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
儒
教
で
も
虚
無
自
然
の
無
極
を
根
本
と
し
て
い

れ
ば
（
仏
教
の
よ
う
に
無
を
ス
タ
ー
ト
に
し
て
い
る

（
（
（

）
と
説
明
が
つ
か
な

い
。
儒
教
が
こ
の
世
界
の
始
点
を
設
定
し
な
い
な
ら
ば
、
仏
教
と
同

様
に
虚
無
よ
り
自
然
に
生
ま
れ
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
ハ
ビ
ア

ン
は
次
の
よ
う
に
続
け
る
。

　

易
道
で
は
、
天
地
に
分
か
れ
た
と
い
う
け
ど
、
ひ
と
つ
に
は
日
月

の
存
在
を
証
拠
と
す
る
。
天
地
は
無
よ
り
生
じ
て
、
太
極
は
無
で
あ

る
。
こ
の
太
極
は
無
極
の
命
令
で
、
こ
の
世
界
を
運
行
す
る
。
こ
の

時
は
、
天
地
陰
陽
を
太
極
す
な
わ
ち
天
道
と
し
、
こ
の
世
界
を
動

か
す
法
則
（
太
極=

道
）
が
天
地
に
内
在
す
る
と
い
う
解
釈
が
あ
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
天
道
を
根
本
と
し
て
見
る
と
、
こ
れ
は
無
極
の
本

源
で
あ
る
。
無
極
は
太
極
の
外
に
あ
っ
て
意
義
が
あ
り
、
太
極
は
無

極
の
手
の
中
に
あ
る
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。

然
時
ハ
、
此
天
地
陰
陽
ヲ
合
セ
テ
太
極
ト
モ
天
道
ト
モ
見
ル
ト
、

又
天
地
ノ
外
ノ
ナ
ニ
モ
ナ
キ
所
ヲ
無
極
ノ
天
道
ト
見
ル
ト
ノ
二

ツ
ガ
、
易
道
ニ
モ
有
ト
聞
テ
サ
ブ
ラ
フ
。（
一
二
三
頁
）

天
地
陰
陽
を
合
わ
せ
て
太
極
＝
天
道
が
内
在
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
、

天
地
の
外
に
無
極
（
天
道
）
が
あ
っ
て
世
界
を
動
か
し
て
い
る
と
言

っ
て
も
、
ど
ち
ら
の
解
釈
に
お
い
て
も
不
十
分
性
を
ま
ぬ
が
れ
え
な

い
。

何
レ
ニ
シ
テ
モ
、
有
智
有
徳
ノ
能
造
ノ
主
ア
ル
コ
ト
ヲ
知
ラ
ザ

レ
バ
、
フ
ミ
ト
ム
ル
所
ナ
ク
シ
テ
、
一
途
落
居
ナ
シ
。
一
体
ノ

作
者
、
天
地
万
像
ニ
ハ
ナ
ク
テ
叶
ハ
ヌ
コ
ト
ヲ
ハ
キ
マ
ヘ
玉
ヘ
。

（
一
二
三
頁
）

結
局
、
有
智
有
徳
の
能
造
主
の
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
踏
み

と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
し
ら
ず
、
ひ
た
す
ら
お
ち
つ
く
所
が
な
い
。
ハ

ビ
ア
ン
は
、
創
造
主
の
設
定
が
朱
子
学
に
根
本
的
に
欠
如
し
て
い
る

と
考
え
る
が
、
世
界
に
お
け
る
神
の
意
志
の
貫
徹
と
い
う
キ
リ
ス
ト

教
的
論
理
と
、
朱
子
学
的
理
の
論
理
に
共
通
点
を
見
い
だ
し
評
価
す

る
。
神
の
創
造
物
で
あ
る
人
間
の
か
け
が
え
の
な
さ
が
近
代
的
人
権

論
の
論
理
的
根
拠
と
な
る
。
そ
の
人
権
論
の
前
提
で
あ
る
キ
リ
ス
ト

教
的
自
然
法
思
想
が
、
十
六
世
紀
に
日
本
に
本
格
的
に
移
入
し
た
こ

と
が
、
朱
子
学
的
理
の
論
理
の
強
化
に
つ
な
が
っ
た
。
中
世
の
仏
教

的
思
惟
か
ら
の
脱
却
時
に
、
世
界
と
人
の
双
方
を
動
か
す
統
一
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
想
定
す
る
朱
子
学
的
思
惟
が
そ
の
空
白
を
う
め
た
。
仏
教

的
思
惟
か
ら
の
脱
却
と
、
朱
子
学
的
理
の
深
化
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教

の
流
入
が
契
機
と
な
っ
た
。
仏
教
を
乗
り
こ
え
、
キ
リ
ス
ト
教
の
流

入
に
よ
る
朱
子
学
的
理
の
強
化
が
近
世
を
準
備
し
た
、
日
本
思
想
史

上
の
十
六
・
十
七
世
紀
の
意
義
は
こ
の
点
に
も
あ
る
と
言
え
る
。
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
会
場
か
ら
も
こ
の
指
摘
に
賛
同
が
あ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト

教
的
自
然
法
思
想
が
、
日
本
近
世
や
近
代
的
思
惟
の
確
立
に
与
え
た

影
響
を
今
一
度
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
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注
（
1
）	
『
神
皇
正
統
記
』（
岩
佐
正
校
注
、
岩
波
文
庫
、
一
九
七
五
年
）。

（
2
）	
『
新
編 

山
崎
闇
斎
全
集
』
第
一
巻
（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
七
八

年
）
七
九
頁
。

（
3
）	

尾
藤
正
英
『
日
本
封
建
思
想
史
研
究

─
幕
藩
体
制
の
原
理
と

朱
子
学
的
思
惟
』（
青
木
書
店
、
一
九
六
一
年
）。

（
4
）	

井
上
厚
史
「
中
江
兆
民
と
儒
教
思
想

─
「
自
由
権
」
の
解
釈

を
め
ぐ
っ
て
」（『
北
東
ア
ジ
ア
研
究
』
第
一
四
・
一
五
号
合
併
号
、

島
根
県
立
大
学
北
東
ア
ジ
ア
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
5
）	

『
国
体
の
本
義
』
は
、
昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）
年
文
部
省
編

纂
の
冊
子
に
よ
っ
た
。

（
6
）	

齋
藤
公
太
『「
神
国
」
の
正
統
論

─
『
神
皇
正
統
記
』
受
容

の
近
世
・
近
代
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
九
年
）
七
九
頁
～
八
一

頁
。

（
7
）	

ハ
ビ
ア
ン
『
妙
貞
問
答
』
中
・
下
巻
は
、
日
本
思
想
大
系
25

『
キ
リ
シ
タ
ン
書
・
排
耶
書
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
）
を
参
照

し
た
。

（
8
）	

『
妙
貞
問
答
』
上
巻
の
「
釈
迦
之
因
位
誕
生
之
事
」
に
お
い
て
、

ハ
ビ
ア
ン
は
、
仏
教
の
本
質
を
、
世
界
を
無
と
と
ら
え
る
こ
と
で
あ

る
と
批
判
し
て
い
る
（
末
木
文
美
士
編
『
妙
貞
問
答
を
読
む

─
バ

ビ
ア
ン
の
仏
教
批
判
』
法
藏
館
、
二
〇
一
四
年
、
八
三
頁
）。

�

（
愛
知
学
院
大
学
教
授
）
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